






































Ⅱ．事業評価個表

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

市道柏崎17-3号線整備事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 　柏崎市

交付金事業実施場所 　柏崎市　大字善根、大字加納　地内

交付金事業の概要

　二級河川の両岸の集落を結ぶ主要幹線かつ小学校の通学路でもある道路の拡幅改良、橋梁架け
替えの工事を行い、交通の円滑化と安全性の向上を図ります。
　平成28年度は、橋梁上部工事L=47.5ｍ(二径間)、道路拡幅改良工事L=182.5m W=5.5m(9.5)mを行
います。

総事業費 150,885,720

交付金充当額 130,000,000

うち文部科学省分

うち経済産業省分 130,000,000

交付金事業の成果目標

　当該道路は、二級河川の両岸の集落を結ぶ主要な道路であり、沿線には地域住民の活動の拠点で
あるコミュニティ施設や小学校が位置していますが、車道一車線のため利便性が低い状況にありま
す。
　また、沿線住民の生活道路、小学校の通学路としても利用されていますが、歩道が整備されておら
ず安全性の確保も求められています。
　本交付金事業では、当該道路において道路拡幅、歩道設置等を行い、道路交通の利便性向上と生
活道路、通学路としての安全性確保を図ります。

交付金事業の成果指標
　上記成果目標を達成するため、費用対効果を含めた適切な工事設計及び適正な施工管理を行い、
計画した工事を滞り無く確実に実施します（平成23～30年度事業、28年度末工事進捗率75％）。

交付金事業の成果及び評価

　工事は平成29年1月12日に完了しました。橋梁上部工事L=47.5ｍ、道路拡幅改良工事L=182.5ｍを実
施し、事業範囲（L=603ｍ）を全線開通することができました。これにより、道路交通の利便性向上と生
活道路、通学路としての安全性確保に資することができたと評価します。
　（平成30年度までの継続事業　予定全体施工量　L=603m　W=5.5（9.5）m、残事業は旧橋撤去・護
岸工）



計

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

橋梁上部工事 指名競争入札 昭和コンクリート工業株式会社　新潟営業所 118,058,040

道路拡幅改良工事 一般競争入札 株式会社石塚組 32,827,680

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

　無

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 平成33年度

150,885,720





Ⅱ．事業評価個表

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

市道柏崎9-67号線整備事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 　柏崎市

交付金事業実施場所 　柏崎市　大字上田尻　地内

交付金事業の概要
　北陸自動車道柏崎ＩＣから工業団地を結ぶ主要幹線かつ中学校通学路でもある道路の拡幅改
良工事を行い、交通の円滑化と安全性の向上を図ります。
　平成28年度は、道路改良舗装工事 L=169.0m W=5.5(9.5)mを行います。

総事業費 46,146,240

交付金充当額 40,000,000

うち文部科学省分

うち経済産業省分 40,000,000

交付金事業の成果目標

　当該道路は、北陸自動車道柏崎ＩＣから本市の産業拠点である田尻工業団地及び柏崎フロン
ティアパークまでを結ぶ主要道路であり、車両の通行量が多いにも関わらず、車道一車線のため
利便性が低い状況にあります。
　また、沿線住民の生活道路、市立中学校の通学路としても利用されていますが、歩道が整備さ
れておらず安全性の確保も求められています。
　本交付金事業では、当該道路において道路拡幅及び歩道設置を行い、道路交通の利便性向上
と、生活道路、通学路としての安全性確保を図ります。

交付金事業の成果指標
　上記成果目標を達成するため、費用対効果を含めた適切な工事設計及び適正な施工管理を行
い、計画した工事を滞り無く確実に実施します (平成25～29年度事業、工事進捗率69.8％)。

交付金事業の成果及び評価

　工事は平成29年3月29日に完了しました。道路改良工事L=169.0mを実施し、道路の幅員が狭く
歩行者にとって危険であった区間に、歩道を設置したことにより、歩行者の安全確保に資すること
ができたと評価します。
　(平成29年度までの継続事業 予定全体施工量 L=512.1m W=5.5(9.5)m)

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

道路改良舗装工事 指名競争入札 株式会社植木組 46,146,240

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

　無

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 平成32年度






















